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皆様⽅には、平素より新興感染症対策寄附講座の活動に多⼤なるご理解とご⽀援を賜り、
⼼より御礼申し上げます。令和 6・７年度の活動報告書をお届けするにあたり挨拶を申し上
げます。

本講座は、令和 2 年 11 ⽉に熊本市のご⽀援のもと設置され、未知の病原体に起因する感
染症に対して地域としていかに備えるかという課題に応えるべく、感染症専⾨医の育成、診
療体制の整備、そして市⺠への啓発を⼤きな柱として活動してまいりました。この間、新型
コロナウイルス感染症の流⾏は幾度となく波を繰り返し、社会・経済・医療に⼤きな影響を
及ぼしました。令和 5 年には 5 類感染症へと位置づけが変更されましたが、令和 6 年の年
明け以降も流⾏は断続的に続き、改めて私たちがいかに持続的な備えを必要としているか
を⽰しています。

この⼀年を振り返りますと、新型コロナ感染症への対応が⼀段落した後も、インフルエン
ザやマイコプラズマ肺炎など複数の呼吸器感染症が同時流⾏する「トリプルデミック」と呼
ばれる状況が社会問題となりました。感染症が私たちの暮らしに与える影響は依然として
⼤きく、将来の新興感染症の出現に備え、地域の⼈材育成と学術的基盤整備の重要性は少し
も減じていないことを痛感しております。

本講座は令和 7 年 10 ⽉末をもって設置期間を満了し、終了することが決まっております。
設⽴以来、地域とともに歩みながら新興感染症への備えを⽀える⼀助となるべく努⼒を重
ねてまいりましたが、これまでに培った⼈材、知⾒、そして地域連携の基盤は、今後も熊本
の医療現場に確実に活かされるものと確信しております。

結びに、本講座の活動を⽀えてくださった⾏政、医療機関、そして地域住⺠の皆様に改め
て深く感謝申し上げます。誠にありがとうございました。
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２ スタッフ一覧 

 

教授（兼任）  坂上 拓郎 （呼吸器内科学講座） 

日本内科学会 総合内科専門医・指導医 

日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医 

日本アレルギー学会 アレルギー専門医・指導医 

 

特任講師 岡本 真一郎 （R2.11.1-） 

日本内科学会 総合内科専門医・指導医 

日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医 

日本感染症学会 感染症専門医・指導医 

日本化学療法学会 抗菌化学療法認定医・指導医 

日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核・抗酸菌症認定医 

ICD 制度協議会 認定インフェクションコントロールドクター 

 

特任助教 濵田 昌平 （R2.11.1-） 

日本内科学会 内科認定医 

日本呼吸器学会 呼吸器専門医 

 

特任助教 今村 光佑 （R2.11.1-） 

日本内科学会 内科認定医 

 

特任助教 西村 直 （R3.4.1-R7.1.31） 

日本内科学会 内科認定医 

日本血液学会 血液専門医 
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３ 活動概要 

 

１．寄附講座設置概要 

 

＜講座の目的＞ 

新興感染症発生時に医学的・社会的な課題に実効的に対処できる専門医の育成、パンデミック

の際に地域の最前線となる感染症指定医療機関を中心とした医療対策に関連する研究等を行うこ

とを目的とする。 

 

 
＜設置期間＞ 

令和２年 11 月１日から令和７年 10 月 31 日まで（５年間） 

 

 

＜寄付金額＞ 

令和２年度 １２，５０８千円 

令和３年度 ２９，５００千円 

令和４年度 ２９，５００千円 

令和５年度 ２９，５００千円 

令和６年度 ２９，５００千円 

令和７年度 １６，９９２千円 

 

 

＜主要活動目標＞ 

① 新興感染症発生時に医学的・社会的な課題に実効的に対処できる専門医の育成 

 

② 感染症指定医療機関を中心とした医療対策に関連する研究の取組 

 

③ 新興感染症に関するセミナーの実施   
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＜寄附講座設置の概要＞ 

新興感染症は「これまで認知されていなかった感染症で、局地的あるいは、人物の移動による

国際的な感染拡大が公衆衛生上の問題となるような感染症」であり、2000 年以降の呼吸器感染症

に限っても 2003 年の重症急性呼吸器症候群（SARS）、2009 年の新型インフルエンザパンデミッ

ク、2012 年の中東呼吸器症候群（MERS）などの流行が世界中で度々繰り返されてきた。さらに

2020 年初めから全世界へ急速に拡大した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の大流行（パン

デミック）では我が国でも患者数の増減を繰り返しつつ全国的な拡大をみせ、地域での医療提供

体制の逼迫をきたすとともに国民の社会・経済活動に著しい制限を強いられることとなり、グローバ

ル化が進んだ現代社会における新興感染症パンデミックの脅威を目の当たりにすることとなった。

このような新興感染症の対処には臨床感染症学、感染症管理学に精通した医師が大きな役割を

果たすことになるが、全国的にも感染症専門医は約 1,600 名（うち熊本県内 18 名）と少なく、感染

症診療の中心を担う全国の感染症指定医療機関でも専門医在籍は約 35％にとどまっているという

現状があり、臨床感染症学、感染症管理学に関する指導的役割を担う事のできる専門医の育成は

喫緊の課題である。このような背景から本寄附講座は現在流行中の新型コロナウイルス感染症を

含む新興感染症への対処を含め臨床感染症学、感染症管理学に関して広く指導的役割を担う事

のできる専門医の育成、流行期の感染症指定医療機関を中心とした医療対策に関連する研究等

を行う事により今回の新型コロナウイルス感染症の流行において改めて認識された「新興感染症に

対する危機管理」、 新興感染症流行下での住民の安心・安全な社会生活・医療提供体制の維持

に貢献することを目的に熊本市の要請により 2020 年 11 月に設置された。 
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２. <報告>熊本市および熊本県における感染症専門医の現状について（第４報） 

新興感染症対策寄附講座 特任講師 岡本真一郎 

１）熊本県内における感染症専門医数の変化（令和３年と令和７年の比較）

令和３年と令和７年の熊本県内における感染症専門医数を、医師資格取得後年数別に層別化

したものを図 1 に示す。 

本寄附講座設置直後の令和３年の時点では熊本県内の感染症専門医数は 18 名であった。当

時の専門医の医師資格取得後年数の中央値は 32 年で、40 年超の医師の割合は 33%と比較的高

齢の医師の割合が高かった。 

直近の令和７年８月現在では熊本県内の感染症専門医数は 22 名となっている。この間、専門医

資格新規取得者が６名、他地域からの転入者が１名あったものの、医師資格取得後 50 年超の医

師３名が専門医辞退に至ったため、令和３年と比べ４名の増加となった。 

令和７年８月の熊本県内の感染症専門医の医師資格取得後年数の中央値は４年経過したに

も関わらず 29 年と３年の低下を認めており、医師資格取得後 40 年超の医師の割合も 23%まで低

下した。令和３年当時医師資格取得後 20 年未満の感染症専門医数は１名のみであったが、令和

７年には４名に増加した。医師資格取得後 10 年以内で感染症専門医の資格を取得したものはい

なかった。依然として医師資格取得後 30 年前後の層が中心であるものの、感染症専門医の世代

交代が着実に進んでいることが示唆される。 
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２）熊本県と九州・沖縄各県の感染症専門医数の変化（令和 3 年と令和 7 年の比較） 

令和３年と令和７年の九州各県における感染症専門医の実数と、人口 10 万人あたりの感染症

専門医数を図 2 に示す。 

熊本県における感染症専門医数は前項でも述べたように令和３年には 18 人であったものが、

2025 年には 22 人と４人の純増となっており、その増加率は 22.2%であった。九州沖縄地区全体の

状況をみると、専門医数は８県中７県で増加しているが、大分県では 22 人から 21 人へと１名減少

を認めていた。熊本県は増加数、増加率ともに九州・沖縄地区８県中４番目であり、地域内では中

位の位置にあった。 

人口 10 万人あたりの専門医数に着目すると、熊本県は令和３年時点で 1.02 人と九州・沖縄管

内では鹿児島県（0.93）に次いで下から 2 番目の値であった。令和７年には 1.30 人に上昇し、令和

３年当時の全国平均である 1.28 人を上回った。しかし、令和７年の感染症専門医数は 1,869 名と

令和３年と比べ２４７名の純増で、その増加率は 15.2%となっており、人口 10 万人あたりの専門医数

は 1.51 人に増加しているため、依然人口比では全国平均を下回った状況から脱していない。また、

上位にある長崎県 6.23 人、福岡県 2.75 人、宮崎県 2.13 人などと比べ、熊本県は依然として低水

準にとどまっている。 
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３）熊本県内の感染症専門医の在籍と施設認定、および感染症発生・まん延時における医療措置

協定について 

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえ、国民の生命及び健康に重大な影響を与えるおそ

れがある感染症の発生及びまん延に備えるため、感染症法が一部改正され、都道府県と医療機

関が、その機能・役割に応じた協定（医療措置協定）を締結する仕組み等が法定化され、従来の

感染症指定医療機関に加えて、公立・公的医療機関等、特定機能病院、地域医療支援病院に感

染症発生・まん延時に担うべき医療提供が義務化されることとなった。協定を締結する医療機関で

は新興感染症発生、まん延時の医療提供に対しての医療体制の確保や人材確保が必要となる。 

第一種協定指定医療機関では「新型インフルエンザ等感染症等発生等公表期間において、都道

府県知事からの要請を受けて、新型インフルエンザ等感染症若しくは指定感染症の患者又は新

感染症の所見がある者」について、入院での医療を提供する体制が必要とされる。表１には県内の

感染症指定医療機関、特定機能病院、地域医療支援病院と感染症専門医の在籍数、感染症専

門医研修施設認定、および医療措置協定における第一種指定医療機関の指定状況を示した。 
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熊本県内で特定機能病院、地域医療指定病院、感染症指定医療機関（結核病床除く）のいず

れかに指定されている医療機関は 19 施設あり、19 施設すべてが医療措置協定における第一種指

定医療機関として協定を締結している。県内の感染症指定医療機関は 10 施設あるが、感染症専

門医在籍施設は３施設のみで、施設認定と専門医在籍のミスマッチは依然続いている状況である

ものの、菊池郡市においては令和６年末に感染症指定医療機関が菊池郡市医師会立病院から感

染症専門医が２名在籍する熊本再春医療センターへ移管したことによりミスマッチが解消された。 

熊本市においては感染症指定医療機関が熊本市民病院１施設のみであることから人口あたりの

病床数不足が懸念されていたが、感染症発生・まん延時における医療措置協定では地域医療支

援病院がいずれも第一種医療機関として協定を締結していることから役割の分担が期待される。

熊本市内の地域医療支援病院６医療機関のうち５医療機関に感染症専門医が在籍しており、その

うち３施設は専門医が複数在籍している。感染症指定医療機関である熊本市民病院は令和７年９

月の時点では感染症専門医１名の在籍であるが、11 月以降に１名の増員が見込まれており、特定

医療機関である熊本大学病院と合わせて熊本市内では５医療機関で感染症専門医が複数在籍

することになり、熊本市内においては感染症に対する医療体制が充実してきている。今後本寄附

講座のプログラムおよび熊本県による寄附講座のプログラム修了者の感染症専門医資格取得が

進むことにより、より一層の改善が期待される。 

参考資料 

・日本感染症学会 Web サイト 専門医制度

（https://www.kansensho.or.jp/modules/senmoni/index.php?content_id=1） 

・厚生労働省：人口動態調査

（https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1a.html） 

・厚生労働省：感染症指定医療機関の指定状況

（https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou15/02-02.html） 

・熊本市感染症予防計画

（https://www.city.kumamoto.jp/kiji00354960/index.html） 

・熊本県庁：感染症法に基づく医療措置協定について

（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/30/205438.html） 
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４ 活動報告 

 

１．感染症専門医の育成 

 
令和５年度までに当寄附講座の「感染症専門医育成プログラム」（以下、本プログラム）参加者２

名が感染症学会専門医資格を取得している。令和５年度末で１名が熊本市外の認定施設以外の

医療機関へ異動・転出し研修中断となった一方で、令和６年度当初より研修歴を有する医師１名

の本プログラムへの加入があり、引き続き４名の研修を行った。そのうち１名が令和６年度末に専門

医試験受験資格を取得したうえで熊本大学を退職した。令和７年４月に新規に１名が本プログラム

による研修を開始した。専門医資格取得済みの２名に加え、令和７年 10 月までに本プログラムによ

り４名が感染症専門医試験受験に必要となる研修要件を満たしており、研修年限を満たしている１

名が受験資格取得に必要となる論文発表の要件を満たすべく研鑽を積んでいる。 

 

 

２．研究の取組 

 
呼吸器感染症である肺ノカルジア症に対する薬物治療実態と効果についての多施設共同研究

では更に症例数を追加して解析を行うこととなり、複数医療機関からの症例データ集積及び再検

討を進めた。感染制御部と連携して医療関連感染症、特に菌血症・血流感染症における微生物

検査の適正な実施に関する検討、院内での抗菌薬適正使用支援の有用性の検討についての臨
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床研究を行った。呼吸器内科と共同で新型コロナウイルス感染症における免疫応答に関する基礎

的検討に取り組んだ。 

 

３．セミナー等の開催 

 

新興感染症対策寄附講座の活動目標として医療者、行政担当者も含めた多職種を対象とした

セミナーを年２回以上企画・実施している。令和６・７年度の開催実績は以下の通りである。 

 
・令和６年度前期セミナー （令和６年 10 月６日） 

熊本大学病院 令和６年度前期感染症セミナー 

「新型コロナだけじゃない！ ～あなたの身近に迫る感染症の脅威～」 

（感染症対応実践学寄附講座との共同開催） 

・会場：熊本城ホール ３階 A-1 会議室 （ハイブリッド開催） 

 

・令和６年度後期セミナー （令和７年２月 15 日） 

熊本大学病院 令和６年度後期感染症セミナー 

「感染症の有事に備える ～再興感染症と災害感染対策の現場からの学び～」 

（感染症対応実践学寄附講座との共同開催） 

・会場：熊本城ホール ３階 A-1 会議室 （ハイブリッド開催） 

 

・令和７年度前期セミナー （令和７年８月 30 日） 

熊本大学病院 令和７年度前期感染症セミナー 

「国際化する感染症への備え」 

（感染症対応実践学寄附講座との共同開催） 

・会場：熊本市医師会館 ２階研修室② （ハイブリッド開催） 

 

 

※各セミナーの実施概要については P１3～P７５に掲載しています。 

 

４．感染症に対する診療活動 

 

令和５年５月に新型コロナウイルス感染症が５類になり、中等症以下の新型コロナウイルス感染

症患者の診療は各診療科での対応へと移行した。診療で必要となる感染対策の徹底や治療方針

等に関して、感染制御部、感染症対応実践学寄附講座等と協力してマニュアルや診療ガイドの整

備、ならびに個別症例に関する診療科医師からの相談対応などを行った。呼吸不全を伴う重症例

については、他医療機関からの要請に応じて集中治療部、呼吸器内科とともに診療にあたった。 
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通常の感染症診療については 寄附講座教員および感染症専門医育成プログラム参加医師が

担当する診療科（呼吸器内科、血液・膠原病・感染症内科）において各種感染症の診療にあたると

ともに、院内の他診療科及び院外の医療機関等から担当診療科や感染制御部のインフェクション

コントロールチーム（ICT）、抗菌薬適正使用支援チーム（AST）に依頼された感染症コンサルテー

ションへの対応、ICT、AST のチームミーティング・カンファレンスでの事例検討、討議などの活動を

通じて感染症診療に貢献した。また、院内感染対策についても ICT のチーム員として積極的に取

り組んだ。 
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５ セミナー実施概要 

1.令和６年度前期感染症セミナー 

 

新型コロナだけじゃない！ 

～あなたの身近に迫る感染症の脅威～ 

 

日時 令和６年 10 月６日（日）13：30～15：30 

会場 熊本城ホール ３階 A-1 会議室 

 

開催概要： 

令和６年 10 月６日に熊本城ホールにおいて、熊

本大学感染症対応実践学寄附講座との共同で、一

般市民の方向けのセミナーを、現地と Zoom ウェビ

ナー配信によるハイブリッド開催にて実施した。 

講演１では熊本大学病院感染制御部中田浩智医

師より、性感染症について、各疾患の症状の特徴や

発生時期、感染予防や早期受診の重要性について

解説いただいた。講演２では上天草市立上天草総

合病院副院長兼感染防止対策室長和田正文氏を

招聘し、国内、県内でも症例報告が増加しているマ

ダニ媒介感染症について、基本的な知識から、ご自

身の診療経験、研究内容、感染予防対策等につい

て一般の方にもわかり易い内容でご講演いただい

た。 

参加者は 111 名であり、49％が非医療職の方であった。アンケートの結果、回答者の 96％が「理

解できた」、「まあ理解できた」と回答した。「写真や図での説明があり、わかりやすかった」、「熊本

では感染症のセミナーが少なく、受講機会が得られてよかった」、「自分には関係ないと思っていた

が、とても身近でしっかり対策すれば予防できることがよくわかった」等の感想が寄せられ、高評価

を得ることができた。 

また、今後取り上げてほしいテーマとして「コロナワクチン」、「エムポックスなど海外で流行し、国

内での流行懸念がある感染症」、「結核」、「人獣共通感染症」、「医療現場での針刺し事故等の感

染対策」等が挙げられており、今後のセミナー計画の参考としたい。セミナー動画は開催後にアー

カイブ配信として YouTube 限定配信による期間限定配信を行った。 

＜参加者内訳＞ 

会場参加者 18 名、WEB 聴講者 93 名 （総参加者数 111 名）  
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2.令和６年度後期感染症セミナー 

 
感染症の有事に備える 

～再興感染症と災害感染対策の現場からの学び～ 

 

日時 令和７年２月 15 日（土） 13：30～15：30 

会場 熊本城ホール ３階 A-1 会議室 

 

開催概要： 

令和７年２月 15 日に、熊本城ホールにおいて熊本大

学感染症対応実践学寄附講座との共同で高齢者介護・

福祉事業者、医療従事者を主な対象としたセミナーを現

地と Zoom ウェビナー配信によるハイブリッド開催にて実

施した。 

講演１では熊本南病院呼吸器内科山中徹氏を招聘

し、罹患者に占める 80 歳以上の高齢者の割合が増加し

ている結核について、高齢者介護・福祉施設従事者を主

な対象とし、結核の特徴から感染予防、患者発生時の対

応等についてわかりやすく解説していただいた。 

講演２では岩手医科大学名誉教授で現東八幡平病院

危機管理担当顧問の櫻井滋氏を招聘し、東日本大震

災 、 熊 本 地 震 、 能 登 半 島 地 震 な ど の 自 然 災 害 や

COVID-1９パンデミック初期に生じたクルーズ船での集

団感染事例などでのご自身の経験を元に、災害時の感

染制御支援について具体的な対応例を示しながら、災害発生時にいかに体制を整え実践するか

と災害発生前からの準備体制の構築等について詳細に解説いただいた。 

参加者は 185 名と過去最高の参加数であった。アンケート回答者の職種等の内訳は医療職

59％、介護福祉関係者 22％、公務員 12％、その他７％であった。セミナーの内容については回答

者の 9３％が「理解できた」、「まあ理解できた」と回答した。意見・感想では「実践豊富な講師の

方々のお話が非常に興味深かった。」、「実際の活動がイメージできた」、「施設での感染対策に取

り入れたい」等、概ね高評価を得ることができたが、「資料やマニュアルなどを掲載してほしい。」、

「略語が多く難しかった。」等の意見もあり、感染対策の裾野を拡げる教育的な活動のニーズも感じ

られた。セミナー動画は開催後にアーカイブ配信として YouTube 限定配信による期間限定配信を

行った。 

＜参加者内訳＞ 

会場参加者 22 名 Web 聴講者 163 名 （総参加者数 185 名）  
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3.令和７年度前期感染症セミナー 

 

国際化する感染症への備え 

 

日時 令和７年８月 30 日（土）13：30～15：30 

会場 熊本市医師会館 ２階研修室② 

 

開催概要： 

令和７年８月 30 日に熊本市医師会館において、

感染症対応実践学寄附講座との共同で、医療関係

者～一般市民の方向けのセミナーを、現地と web 配

信によるハイブリッド開催にて実施した。 

講演１では熊本県予防接種センター・熊本市医師

会地域医療センター小児科部長の柳井雅明医師よ

り、「海外渡航時のワクチンによる感染症予防」をテ

ーマに講演いただいた。講演２では厚生労働省那

覇検疫所所長の井手一彦氏に「日本における水際

対策の変遷」をテーマに講演いただいた。 

参加者は 137 名であり、主な参加者は医療職

（63％）、行政関係者（25%）であった。アンケートの結

果、回答者の 98％が「理解できた」、「まあ理解でき

た」と回答した。「講演内容・資料が充実しており、非

常にわかりやすかった。」、「医療職以外の参加者や専門外の分野にとっても理解しやすく、有益

だった。」、「ワクチンや感染症全般について幅広く学べ、最新情報や行政・検疫所の話も参考に

なった。」、「今後の業務や日常の知識として役立つ内容であった。」、「質疑応答からも学びが多く、

今後も時間を確保してほしい。」等の感想が寄せられ、高評価を得ることができた。 

また、今後取り上げてほしいテーマとして「COVID-19 の最新情報」、「新興感染症、性感染症な

どへの対応」、「抗菌薬の不足や耐性菌を考慮した抗菌薬治療」、「感染対策を考慮した施設設

計」、「一般家庭における感染症対策の実践」、「新興感染症発生・まん延に対する法的、制度的

な準備」等様々な意見が寄せられた。本講座でのセミナー企画としては今回が最後となるが、今後

の感染症関連のセミナー企画の参考としたい。セミナー動画は開催後にアーカイブ配信として

YouTube 限定配信による期間限定配信を行った。 

＜参加者内訳＞ 

会場参加者 19 名、WEB 聴講者 118 名 （総参加者数 137 名）  
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岡林 比呂子, 今井 美友, 赤池 公孝, 濵田 昌平, 冨田 雄介, 増永 愛子, 一安 秀範, 坂上 拓郎. 膠原病

肺に対するシクロホスファミドパルス療法中のサイトメガロウィルス感染リスク因子の探索. 第 64 回日本呼吸器学会

学術講演会. 2024.4.5-7. 横浜市. 

 

今井 美友, 岡林 比呂子, 赤池 公孝, 濵田 昌平, 冨田 雄介, 増永 愛子, 一安 秀範, 坂上 拓郎. HTLV-1
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古川 嗣大, 赤池 公孝, 大保 美優, 玉野井 大介, 榮田 浩文, 今井 美友, 高木 僚, 岡林 比呂子, 濵田 昌
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軽快を認めた刺青サルコイドーシスの 1 例. 日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会総会. 2024.11.14-16. 神戸

市. 

 

坂井 亜夕子、西村 直、和田 敦、山田 麻美、七條 敬文、平野 太一、上野 志貴子、遠藤 慎也、徳永 賢

治、立津 央、野坂 生郷、安永 純一朗. PTCy-haplo を行った後に、難治性腔水症を呈した成人発症の慢性活

動性 EB ウイルス感染症の 2 例 第 47 回 日本造血・細胞療法学会総会 2025.2.27-29. 大阪市 
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decreased PU.1 expression in mature B cells 第 83 回⽇本癌学会学術総会 2024.9.19-21. 福岡市 
 
西村 直、河野 和、安永 純一朗. t(11;14)陽性形質細胞を有する AL アミロイドーシス症例の臨床的特性：多発
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＜令和６年度＞ 

濵田 昌平, 岡林 ⽐呂⼦, ⽥嶋 祐⾹, ⾚池 公孝, 岡本 真⼀郎, ⼀安 秀範, 坂上 拓郎. Aspergillus niger に
よる肺アスペルギルス症の臨床像  Aspergillus fumigatus との⽐較検討. 第 94 回⽇本感染症学会⻄⽇本地
⽅会学術集会・第 72 回⽇本化学療法学会⻄⽇本⽀部総会 合同学会. 2024.11.14-16. 神⼾市. 
 
尾⽥ ⼀貴, 近藤 昭志, ⽚野⽥ 朋美, 岡本 真⼀郎, 宮川 寿⼀, 野坂 ⽣郷, 川⼝ ⾠哉, 中⽥ 浩智, 岩永 
栄作, 林 秀幸, ⼭本 景⼀. Days of antimicrobial spectrum coverage による抗菌薬適正使⽤⽀援チームの活
動評価. 第 94 回⽇本感染症学会⻄⽇本地⽅会学術集会・第 72 回⽇本化学療法学会⻄⽇本⽀部総会 合同学
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会. 2024.11.14-16. 神⼾市. 
 
有野 聡, 濵⽥ 昌平, 村本 啓, 城臺 安⾒⼦, 猪⼭ 慎治, 増永 愛⼦, 冨⽥ 雄介, ⼀安 秀範, 坂上 拓郎. 
特発性肺線維症の進⾏に伴い発症した後天性肺動静脈瘻の１例. 第 93 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核⾮結核
性抗酸菌症学会・⽇本サルコイドーシス／⾁芽腫症学会 九州⽀部秋季学術講演会．2024.10.11-12. 福岡市. 
 
野上 光⼀朗, 福嶋 ⼀晃, 安倍 東⼦, ⽳井 盛靖, 猪⼭ 慎治, 濵⽥ 昌平, 増永 愛⼦, 冨⽥ 雄介, ⼀安 秀
範, 坂上 拓郎. がんゲノムプロファイリング検査の⼆次的所⾒として⽣殖細胞系列 BRCA2 変異が検出さ
れた肺扁平上⽪癌患者の 1 例. 第 93 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核⾮結核性抗酸菌症学会・⽇本サルコイド
ーシス／⾁芽腫症学会 九州⽀部秋季学術講演会．2024.10.11-12. 福岡市. 
 
五江渕 景明, 猪⼭ 慎治, 濵⽥ 昌平, 増永 愛⼦, 冨⽥ 雄介. ⼀安 秀範, 坂上 拓郎. デュルバルマブの免
疫関連有害事象による⼼筋炎を発症した 1 例. 第 93 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核⾮結核性抗酸菌症学会・
⽇本サルコイドーシス／⾁芽腫症学会 九州⽀部秋季学術講演会．2024.10.11-12. 福岡市. 
 
濱⽥ 由紀, 猪⼭ 慎治, 濵⽥ 昌平, 増永 愛⼦, 冨⽥ 雄介, ⼀安 秀範, 九⼭ 直⼈, 辻⽥ 賢⼀, 坂上 拓郎. 
⾃然軽快した irAE ⼼筋炎の 1 例. 第 94 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核⾮結核性抗酸菌症学会・⽇本サルコ
イドーシス／⾁芽腫症学会 九州⽀部春季学術講演会．2025.3.8. 宮崎市. 
 
＜令和５年度＞ 

濵田 昌平, 岡林 比呂子, 高木 僚, 赤池 公孝, 岡本 真一郎, 一安 秀範, 坂上 拓郎. β-D グルカン高値

を呈したクリプトコッカス症の検討. 西日本地方会学術集会・第 65 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第

70 回日本化学療法学会西日本支部総会. 2023.11.3-5. 富山市. 

 

岡本 真一郎, 濵田 昌平, 中田浩智, 岡林比呂子, 赤池公孝, 高木僚, 坂上拓郎. 呼吸器内科入院患者にお

ける発熱、血液培養検査実施状況と菌血症例の検討. 西日本地方会学術集会・第 65 回日本感染症学会中日本

地方会学術集会・第 70 回日本化学療法学会西日本支部総会. 2023.11.3-5. 富山市. 

 

本庄 花織, 濵田 昌平, 穴井 盛靖, 城臺 孝之, 冨田 雄介, 増永  愛子, 一安秀範, 坂上 拓郎. 菌球の気

管支鏡直視下生検により診断し得た慢性進行性肺アスペルギルス症の１例. 第 91 回日本呼吸器学会・日本結核 

非結核性抗酸菌症学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会. 2023.10.27-28. 

宮崎市. 

 
＜令和４年度＞ 

黒木 美樹, 濵田 昌平, 秋原 健人, 今井 美友, 穴井 盛靖, 城臺 孝之, 岡林 比呂子, 猿渡 功一, 冨田 雄

介, 一安 秀範、坂上 拓郎. 重症呼吸不全を呈した血管内大細胞型 B 細胞リンパ腫に化学療法が著効した一例. 
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第 91 回日本呼吸器学会九州支部 秋季学術講演会. 2022.10.14-15. 熊本市. 

 

尾田 一貴, 岡本 真一郎, 中田 浩智. シンポジウム 9「AST 活動における How to を共有しよう」熊本大学病院に

おける AST 活動. 第 92 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第 65 回日本感染症学会中日本地方会学術

集会・第 70 回日本化学療法学会西日本支部総会. 2022.11.3-5. 長崎市. 

 

濵田 昌平、高木 僚、赤池 公孝、岡林 比呂子、増永 愛子、冨田 雄介、岡本 真一郎、一安 秀範、坂上 拓郎. 

慢性進行性/侵襲性肺アスペルギルス症における β-D グルカンの推移と予後の関連. 第 92 回日本感染症学会

西日本地方会学術集会・第 65 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 70 回日本化学療法学会西日本支

部総会. 2022.11.3-5. 長崎市. 

 

秋原 健人、濱田 昌平、黒木 美樹、穴井 盛靖、今井  美友、猿渡 功一、冨田 雄介、一安 秀範、坂上 拓郎. 

FDG-PET が診断に有用であった再発性多発軟骨炎の 1 例. 第 90 回日本呼吸器学会九州支部 春季学術講演

会. 2023.3.11. 熊本市. 

 

坂田 亮, 村井 優之, 大徳 勇人, 堀江 英顯, 辻橋 みずほ, 坂田 康明, 西村 直, 平田 真哉, 立津 央, 松

岡雅雄. 視力障害を契機に診断に至った再発性多発軟骨炎の 1 例. 第 340 回日本内科学会九州地方会 

2023.1.21. 福岡市 

 
＜令和３年度＞ 

町田 紘子, 城臺 孝之, 穴井 盛晴, 城臺 安見子, 坂田 晋也, 濵田 昌平, 冨田 雄介, 佐伯 祥, 一安 秀範,

坂上 拓郎. 定位放射線治療後の放射線脳壊死に対しベバシズマブを使用した転移性脳腫瘍を有する肺腺癌 6

例の検討. 第 87 回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部 秋季

学術講演会. 2021.10.22-23. 熊本市.  

 

泉 拓希, 濵田 昌平, 山田 美喜子, 塩見 太郎, 城臺 安見子, 村本 啓, 冨田 雄介, 佐伯 祥, 一安 秀範, 

坂上 拓郎. 再検査で尿中抗原陽性となったレジオネラ肺炎の 2 例. 第 87 回日本呼吸器学会・日本結核病学会・

日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部 秋季学術講演会. 2021.10.22-23. 熊本市. 

 

濱田 昌平. 感染症入門講座 4: ニューモシスチス肺炎診療の問題点～既存の間質性肺疾患と non-HIVPCP～. 

第 91 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第 64 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・第 69 回日本

化学療法学会西日本支部総会. 2021.11.5-7. 岐阜市.  

 

尾田 一貴, 片野田 朋美, 岡本 真一郎, 中田 浩智. ダプトマイシン低感受性化およびリネゾリド耐性化に至っ

た MRSA による感染性大動脈瘤難治例の 1 例. 第 91 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第 64 回日本

感染症学会中日本地方会学術集会・第 69 回日本化学療法学会西日本支部総会. 2021.11.5-7. 岐阜市.  
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＜令和２年度＞ 

濵田 昌平. シンポジウム 1.［ 呼吸器感染症の最新の知見 ］3. 既存の間質性肺疾患はニューモシスチス肺炎の

予後と関連するか？第 85 回日本呼吸器学会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支

部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 

 

増田 優衣子, 吉田 知栄子, 小松 太陽, 髙橋 比呂志, 坂田 晋也, 岡本 真一郎, 冨田 雄介, 佐伯 祥, 一

安 秀範, 坂上 拓郎. 神経調節性失神を合併した非小細胞肺がんの一例. 第 85 回日本呼吸器学会・日本結核

病学会・日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 

 

森 遼介, 古川 嗣大, 石丸 裕子, 猪山 慎治, 冨田 雄介, 佐伯 祥, 岡本 真一郎, 一安 秀範, 溝部 孝則, 

坂上 拓郎. 不正性器出血が診断契機となった肺腺癌術後の両側卵巣転移再発の 1 例. 第 85 回日本呼吸器学

会・日本結核病学会・日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福

岡市. 

 

古川 嗣大, 吉田 知栄子, 石丸 裕子, 中嶋 啓, 坂田 晋也, 岡本 真一郎, 冨田 雄介, 佐伯 祥, 一安 秀範,

坂上 拓郎. 片側性浸潤影を呈し肺炎との鑑別を要した心原性片側性肺水腫の一例.第 85 回日本呼吸器学会・日

本結核病学会・日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会九州支部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 

 

【講演会・セミナー：講師】 

 

＜令和７年度＞ 

岡本 真一郎. 『肺真菌症-臨床医が知っておきたい診断と治療のポイント ～慢性肺アスペルギルス症を中心に

～』. 第 308 回 湖東カンファレンス. 2025.5.26. 熊本市. 

 

＜令和６年度＞ 

濵田 昌平. 「深在性真菌症診療において血清 β-D グルカン値をどう活用するか？」  熊本呼吸器感染症セミナ

ー. 2024.7.24. 熊本市 

 

岡本 真一郎. 「呼吸器感染症診療アップデート ～最新ガイドラインに基づく 診断・治療・予防のポイント～」. 第

8 回 熊本外来呼吸器疾患研究会. 2024.10.16. 熊本市. 

 

岡本 真一郎. 「呼吸器感染症 up-to-date」.  熊本県医師会医学講座. 2024.11.27. 八代市. 

 

岡本 真一郎. 新興・再興感染症の不思議 ～正しく知って正しく防ぐ～ 講演③ 「あなたの身近にある新興・再興

感染症 ～呼吸器感染症を中心に～」. 第 84 回肥後医育塾. 2025. 2.8. 人吉市. 
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＜令和５年度＞ 

岡本 真一郎. 「パンデミックからわかったこと ～コロナと正しく向き合うために～」. 熊本大学病院 令和 5 年度前

期感染症セミナー. 2023.10.29. 熊本市. 

 

岡本 真一郎. 「高齢者の呼吸器疾患・診療のポイント ～肺炎・COPD を中心に～」. 宇土地区医師会学術講演

会. 2023.6.14. 宇土市 

 
＜令和４年度＞ 

岡本 真一郎. 「再確認！ 新型コロナウイルス感染対策の基本」. 熊本大学病院 新興感染症寄附講座 令和 4

年度セミナー. 2022.10.31. 熊本市. 

 

岡本 真一郎. 「血管内留置カテーテル関連血流感染のマネージメント」. 熊本県病院薬剤師会 令和４年度 第 2

回感染制御研究会研修会. 2022.11.10. 熊本市. 

 

岡本 真一郎. 在宅高齢者の「肺炎治療と予防」を考える. 熊本在宅ドクターネット研修会. 2022.11.30. 熊本市. 

 

＜令和３年度＞ 

岡本 真一郎. 新型コロナウイルス感染症診療 ～２年間の総括と今後の課題～. 新型コロナウイルス感染症セミ

ナー. 2021.11.26. 熊本市.  

 

岡本 真一郎. 「新型コロナウイルス感染症診療の現状と対策」 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の疫学と

診断. 第 84 回 熊本大学病院群 生涯教育・研修医セミナー. 2021.5.19. 熊本市. 

 

岡本 真一郎. 高齢者肺炎に対する抗菌薬の使い方・考え方. 感染症 WEB セミナー in KUMAMOTO ～肺炎の

予防・診断・治療. 2021.11.18. 熊本市.  

 

＜令和２年度＞ 

岡本 真一郎. 「感染症と抗菌薬」 トピックス：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について. 第 44 回熊本大学

病院臨床カンファレンス. 2020.12.15. 

 

岡本 真一郎. 呼吸器感染症診療 2020-21 ～今冬をいかに対応するか～. With コロナ時代の呼吸器感染症ウェ

ビナー in 熊本. 2020.12.3. 熊本市. 
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